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Ⅰ 県
議
会 

1１
月
定
例
会

　

地
方
事
務
所
に
つ
い
て

・
地
域
で
は
、
地
方
事
務
所
の
組
織

な
ど
を
変
え
る
べ
き
と
の
声
は

な
い
。

・
長
野
県
で
は
地
方
事
務
所
は
70
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
「
地
方

事
務
所
」
の
名
称
は
地
域
に
定

着
し
て
い
る
。

Ｑ
：
現
状
の
地
方
事
務
所
で
は
な
ぜ

い
け
な
い
の
か
？

知
事
：
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
地
機

関
が
地
域
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ

れ
る
役
割
を
担
う
組
織
に
変
え
、

合
わ
せ
て
名
称
も
変
更
す
る
。

Ｑ
：
今
回
の
機
関
の
見
直
し
の
理

由
や
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
に
説

明
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
？

知
事
：
今
回
の
見
直
し
案
は
、
行

政
機
構
審
議
会
の
諮
問
・
答
申
を
経

た
も
の
で
、
答
申
に
当
た
っ
て
は
、

市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
や
県
民
意
見
を

募
集
し
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
し
た
。

　

今
後
県
民
に
対
し
地
域
振
興
局
の

役
割
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　

地
方
事
務
所
の
見
直
し
の

　
　
　
　
　
　
問
題
点
に
つ
い
て

・
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
地
方
事

務
所
職
員
の
４
分
の
１
に
も
当

た
る
職
員
数
が
減
少
す
る
こ
と

か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
現
地

災
害
対
策
本
部
の
機
能
が
弱
体

化
し
、
県
の
危
機
管
理
能
力
の

低
下
に
つ
な
が
る
。

Ｑ
：
県
の
危
機
管
理
能
力
の
低
下
を

ど
う
カ
バ
ー
す
る
の
か
？

危
機
管
理
部
長
：
危
機
管
理
能
力
が

低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
県

が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

　

災
害
の
状
況
に
よ
り
、
職
員
体
制

に
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
県
庁

の
災
害
対
策
本
部
や
他
の
地
方
部
の

職
員
が
応
援
に
入
る
。

　

現
地
機
関
見
直
し
の

　
　
　
　
　
　
あ
り
方
に
つ
い
て

・
現
地
機
関
の
最
も
大
き
な
課
題
は
、

市
町
村
長
や
職
員
が
協
議
な
ど

の
た
め
に
、
県
庁
に
出
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

市
町
村
に
と
っ
て
は
大
変
な
負

担
で
あ
り
不
満
も
大
き
い
。

・
市
町
村
長
や
職
員
が
県
庁
に
出
か

け
な
く
て
も
、
現
地
機
関
で
協

議
な
ど
が
済
ま
せ
ら
れ
る
組
織

へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ
：
今
回
の
見
直
し
の
理
由
は
何
か
、

ま
た
見
直
し
が
市
町
村
や
地
域
住
民

に
と
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
？

知
事
：
現
地
で
発
生
し
て
い
る
課
題

は
縦
割
り
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
現

地
機
関
レ
ベ
ル
で
横
串
を
刺
し
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

　

例
え
ば
リ
ニ
ア
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
を
考
え
た
と
き
に
、
広
域
観

光
の
推
進
に
つ
い
て
は
地
域
振
興
局
、

建
設
事
務
所
、
保
健
福
祉
事
務
所
な

ど
が
一
緒
に
な
っ
て
観
光
を
考
え
る

と
い
っ
た
総
合
的
な
対
応
を
す
る
。

 

地
方
事
務
所
は
平
成
29
年
４
月
か

 

ら
地
域
振
興
局
に
変
わ
り
ま
す
。

　

農
業
大
学
校
の

　
　
入
学
生
の
確
保
等
に
つ
い
て

・
２
年
制
の
「
実
践
経
営
者
コ
ー

ス
」
を
平
成
26
年
度
に
新
設
し

た
が
、
入
学
者
数
は
大
き
く
定

員
割
れ
し
て
い
る
。

・
２
年
制
の
「
農
業
経
営
コ
ー
ス
」

は
、
卒
業
生
の
就
農
者
の
割
合

が
20
％
と
低
迷
し
て
い
る
。

Ｑ
：
「
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
」
の
志

願
者
・
入
学
者
が
少
な
い
状
況
と
、

「
農
業
経
営
コ
ー
ス
」
の
卒
業
生
の

就
農
率
が
低
い
状
況
に
今
後
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
？

農
政
部
長
：
「
実
践
経
営
者
コ
ー

ス
」
は
、
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る

状
況
や
コ
ー
ス
の
特
長
な
ど
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

「
農
業
経
営
者
コ
ー
ス
」
は
、
学

生
の
就
農
意
欲
の
向
上
が
最
近
見
ら

れ
る
の
で
、
今
後
一
層
の
学
習
指
導

の
充
実
に
努
め
る
。

Ｑ
：
農
業
高
校
か
ら
の
入
学
者
を
増

や
す
こ
と
が
、
将
来
の
農
業
経
営
を

担
う
優
秀
な
人
材
を
多
く
養
成
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
ど

う
対
応
す
る
か
？

農
政
部
長
：
就
農
へ
の
動
機
づ
け
を

深
め
る
就
農
体
験
や
農
業
高
校
生
と

農
大
生
の
交
流
の
実
施
な
ど
に
つ
い

て
、
現
在
農
業
高
校
と
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　

農
業
大
学
校
の

　
　
　
　
　
情
報
発
信
に
つ
い
て

・
現
状
で
は
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
、

高
校
の
教
員
な
ど
に
対
す
る
大

学
校
の
知
名
度
は
低
い
。

Ｑ
：
優
秀
な
学
生
を
確
保
し
て
い
く

た
め
、
ま
た
農
業
大
学
校
の
知
名
度

を
県
内
外
に
高
め
る
た
め
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の

か
？

農
政
部
長
：
学
校
訪
問
や
、
県
内
の

担
い
手
農
業
者
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
に
よ
る
募
集
の
ほ
か
、
今
年
度

か
ら
高
校
生
や
県
外
者
が
参
加
し
や

す
い
週
末
に
「
農
大
サ
ン
デ
ー
見
学

会
」
を
試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｐ
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
卒
業

生
の
活
躍
の
紹
介
、
県
内
外
の
就
農

相
談
会
を
活
用
し
て
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
む
。
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県
の
現
地
機
関

見
直
し
に
つ
い
て

一
般
質
問（
12
月
2
日
）

常 任 委 員 会常 任 委 員 会

Ⅱ
農
業
大
学
校
に
つ
い
て

一
般
質
問
に
立
つ
酒
井
議
員

長野県農業大学校 松代キャンパス

●入札改革と建設業の振興
・品確法（公共工事の品質の
確保の促進に関する法律）で
は、建設業の育成のため、入
札改革（工事の施工に伴う適
正利潤の確保、入札予定価格
の適正水準の設定、ダンピン
グ発注の防止）や計画的な発
注などを求めている。
・しかし、県下の市町村では法律の趣旨が徹底されていない
ため、請負事業者が利潤を確保できないなど、中小の事業者
は大変苦しい経営を余儀なくされている。
Ｑ：県がリーダーシップを発揮して、各市町村長が法律の趣
旨を理解し、法律が求めていることを順守するよう周知徹底
する機会を設けるよう提案する。
Ａ：これまでは市町村の担当者を対象に説明会を開催してき
たが、市町村長を対象にした会議や懇談の機会を設け、周知
徹底していきたい。

建設部関係


